
十
八

水
質
汚
濁
防
止
法
第
二
条
第
六

項
に
規
定
す
る
特
定
事
業
場
に
該
当

す
る
発
電
所
若
し
く
は
変
電
所
、
開

閉
所
若
し
く
は
こ
れ
ら
に
準
ず
る
場

所
、
又
は
こ
れ
ら
を
設
置
す
る
た
め

の
事
業
場
に
お
い
て
、
特
定
施
設
に

該
当
す
る
電
気
工
作
物
の
破
損
そ
の

他
の
事
故
が
発
生
し
、
同
条
第
二
項

第
一
号
に
規
定
す
る
有
害
物
質
（
ポ

リ
塩
化
ビ
フ
ェ
ニ
ル
を
除
く
。
こ
の

号
及
び
次
号
に
お
い
て「
有
害
物
質
」

と
い
う
。）を
含
む
水
若
し
く
は
そ
の

汚
染
状
態
が
同
項
第
二
号
に
規
定
す

る
項
目
に
つ
い
て
同
法
第
三
条
第
一

項
又
は
第
三
項
の
排
水
基
準
に
適
合

し
な
い
お
そ
れ
が
あ
る
水
が
当
該
特

定
事
業
場
か
ら
同
法
第
二
条
第
一
項

に
規
定
す
る
公
共
用
水
域
（
次
号
及

び
第
十
八
号
の
三
に
お
い
て
「
公
共

用
水
域
」
と
い
う
。）に
排
出
さ
れ
、

又
は
有
害
物
質
を
含
む
水
が
当
該
特

定
事
業
場
か
ら
地
下
に
浸
透
し
た
こ

と
に
よ
り
人
の
健
康
又
は
生
活
環
境

に
係
る
被
害
を
生
ず
る
お
そ
れ
が
あ

る
場
合

事
故
の
発
生
後

可
能
な
限
り
速

や
か
に

事
故
の
状
況
及
び

講
じ
た
措
置
の
概

要

当
該
電
気
工
作
物
の
設
置

の
場
所
を
管
轄
す
る
産
業

保
安
監
督
部
長

十
八
の
二

水
質
汚
濁
防
止
法
第
十
四

条
の
二
第
二
項
に
規
定
す
る
指
定
事

業
場
に
該
当
す
る
発
電
所
若
し
く
は

変
電
所
、
開
閉
所
若
し
く
は
こ
れ
ら

に
準
ず
る
場
所
、
又
は
こ
れ
ら
を
設

置
す
る
た
め
の
事
業
場
に
お
い
て
、

同
法
第
二
条
第
四
項
に
規
定
す
る
指

定
施
設
に
該
当
す
る
電
気
工
作
物
の

破
損
そ
の
他
の
事
故
が
発
生
し
、
有

害
物
質
又
は
同
項
に
規
定
す
る
指
定

物
質
を
含
む
水
が
当
該
指
定
事
業
場

か
ら
公
共
用
水
域
に
排
出
さ
れ
、
又

は
地
下
に
浸
透
し
た
こ
と
に
よ
り
人

の
健
康
又
は
生
活
環
境
に
係
る
被
害

を
生
ず
る
お
そ
れ
が
あ
る
場
合

十
八
の
三

水
質
汚
濁
防
止
法
第
十
四

条
の
二
第
三
項
に
規
定
す
る
貯
油
事

業
場
等
に
該
当
す
る
発
電
所
若
し
く

は
変
電
所
、
開
閉
所
若
し
く
は
こ
れ

ら
に
準
ず
る
場
所
、
又
は
こ
れ
ら
を

ら
に
準
ず
る
場
所
、
又
は
こ
れ
ら
を

設
置
す
る
た
め
の
事
業
場
に
お
い

て
、
同
法
第
二
条
第
五
項
に
規
定
す

る
貯
油
施
設
等
に
該
当
す
る
電
気
工

作
物
の
破
損
そ
の
他
の
事
故
が
発
生

し
、
同
項
に
規
定
す
る
油
を
含
む
水

が
当
該
貯
油
事
業
場
等
か
ら
公
共
用

水
域
に
排
出
さ
れ
、
又
は
地
下
に
浸

透
し
た
こ
と
に
よ
り
生
活
環
境
に
係

る
被
害
を
生
ず
る
お
そ
れ
が
あ
る
場

合

平成™š年š月š˜日 木曜日 (号外第�œ号)官 報
〇
経
済
産
業
省
令
第
十
四
号

電
気
事
業
法
（
昭
和
三
十
九
年
法
律
第
百
七
十
号
）
第
三
十
九
条
第
一
項
、
第
四
十
八
条
第
一
項
及
び
第
百
六
条
の

規
定
に
基
づ
き
、
電
気
関
係
報
告
規
則
等
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

平
成
二
十
三
年
三
月
三
十
一
日

経
済
産
業
大
臣

海
江
田
万
里

電
気
関
係
報
告
規
則
等
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令

（
電
気
関
係
報
告
規
則
の
一
部
改
正
）

第
一
条

電
気
関
係
報
告
規
則
（
昭
和
四
十
年
通
商
産
業
省
令
第
五
十
四
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
四
条
の
表
第
四
号
中
「
同
条
第
六
項
」
を
「
同
条
第
七
項
」
に
、「
同
条
第
五
項
」
を
「
同
条
第
六
項
」
に
、「
第

二
条
第
七
項
」
を
「
第
二
条
第
八
項
」
に
改
め
、
同
表
第
十
八
号
を
次
の
よ
う
に
改
め
、
同
号
の
次
に
次
の
二
号
を

加
え
る
。

〇
経
済
産
業
省
令
第
十
五
号

電
気
事
業
法
（
昭
和
三
十
九
年
法
律
第
百
七
十
号
）
第
三
十
九
条
第
一
項
及
び
第
五
十
六
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ

き
、
電
気
設
備
に
関
す
る
技
術
基
準
を
定
め
る
省
令
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

平
成
二
十
三
年
三
月
三
十
一
日

経
済
産
業
大
臣

海
江
田
万
里

電
気
設
備
に
関
す
る
技
術
基
準
を
定
め
る
省
令
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令

電
気
設
備
に
関
す
る
技
術
基
準
を
定
め
る
省
令
（
平
成
九
年
通
商
産
業
省
令
第
五
十
二
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に

改
正
す
る
。

第
三
条
第
二
項
中
「
ち
ょ
う
架
用
線
」
を
「
ち
ょ
う
架
線
」
に
、「
張
線
」
を
「
ス
パ
ン
線
」
に
改
め
る
。

第
二
十
七
条
の
見
出
し
中
「
静
電
誘
導
」
及
び
「
電
磁
誘
導
」
の
下
に
「
作
用
」
を
加
え
、
同
条
第
一
項
中「
常
時
」

を
「
通
常
の
使
用
状
態
に
お
い
て
、」に
改
め
、
同
条
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

（
電
気
機
械
器
具
等
か
ら
の
電
磁
誘
導
作
用
に
よ
る
人
の
健
康
影
響
の
防
止
）

第
二
十
七
条
の
二

変
圧
器
、
開
閉
器
そ
の
他
こ
れ
ら
に
類
す
る
も
の
又
は
電
線
路
を
発
電
所
、
変
電
所
、
開
閉
所
及

び
需
要
場
所
以
外
の
場
所
に
施
設
す
る
に
当
た
っ
て
は
、
通
常
の
使
用
状
態
に
お
い
て
、
当
該
電
気
機
械
器
具
等
か

ら
の
電
磁
誘
導
作
用
に
よ
り
人
の
健
康
に
影
響
を
及
ぼ
す
お
そ
れ
が
な
い
よ
う
、
当
該
電
気
機
械
器
具
等
の
そ
れ
ぞ

れ
の
付
近
に
お
い
て
、
人
に
よ
っ
て
占
め
ら
れ
る
空
間
に
相
当
す
る
空
間
の
磁
束
密
度
の
平
均
値
が
、
商
用
周
波
数

に
お
い
て
二
百
マ
イ
ク
ロ
テ
ス
ラ
以
下
に
な
る
よ
う
に
施
設
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
田
畑
、
山
林
そ
の

他
の
人
の
往
来
が
少
な
い
場
所
に
お
い
て
、
人
体
に
危
害
を
及
ぼ
す
お
そ
れ
が
な
い
よ
う
に
施
設
す
る
場
合
は
、
こ

の
限
り
で
な
い
。

（
電
気
事
業
法
施
行
規
則
の
一
部
改
正
）

第
二
条

電
気
事
業
法
施
行
規
則
（
平
成
七
年
通
商
産
業
省
令
第
七
十
七
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

別
表
第
四
の
五
の
下
欄
中
「
第
二
条
第
七
項
」
を
「
第
二
条
第
八
項
」
に
改
め
る
。

（
電
気
設
備
に
関
す
る
技
術
基
準
を
定
め
る
省
令
の
一
部
改
正
）

第
三
条

電
気
設
備
に
関
す
る
技
術
基
準
を
定
め
る
省
令
（
平
成
九
年
通
商
産
業
省
令
第
五
十
二
号
）
の
一
部
を
次
の

よ
う
に
改
正
す
る
。

第
十
九
条
第
十
二
項
中
「
第
二
条
第
四
項
」
を
「
第
二
条
第
五
項
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
十
三
項
と
し
、
同

条
第
六
項
か
ら
第
十
一
項
ま
で
を
一
項
ず
つ
繰
り
下
げ
、
同
条
第
五
項
中
「
第
二
条
第
四
項
」
を「
第
二
条
第
五
項
」

に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
六
項
と
し
、
同
条
第
四
項
中
「
第
二
条
第
七
項
」
を
「
第
二
条
第
八
項
」
に
改
め
、
同
項

の
次
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

５

水
質
汚
濁
防
止
法
第
二
条
第
四
項
の
規
定
に
よ
る
指
定
施
設
を
設
置
す
る
発
電
所
又
は
変
電
所
、
開
閉
所
若
し

く
は
こ
れ
ら
に
準
ず
る
場
所
に
は
、
指
定
施
設
の
破
損
そ
の
他
の
事
故
が
発
生
し
、
有
害
物
質
又
は
指
定
物
質
を

含
む
水
が
当
該
設
置
場
所
か
ら
公
共
用
水
域
に
排
出
さ
れ
、
又
は
地
下
に
浸
透
し
た
こ
と
に
よ
り
人
の
健
康
又
は

生
活
環
境
に
係
る
被
害
を
生
ず
る
お
そ
れ
が
な
い
よ
う
、
適
切
な
措
置
を
講
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

附

則

こ
の
省
令
は
、
平
成
二
十
三
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。
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